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月探査計画の 開始に あた り

　平成 8年度 か ら宇宙科学研究所 と宇宙開発事業団が協力 して 月探査計画 を進め る こ とと

な り
，

駒場の 旧宇宙研内に共同の 事務所 も開設され
， 作業の 第

一
歩が 踏み 出 され た こ とは

日本の 字宙活動の 分野の 転機を示すもの で あろ う．今まで は研究分野の 実施機関であ る宇

宙科学研究所 と
， 応用利用の 分野 を担当する宇宙開発事業団 とは，無関係とは言えない ま

で も，それ ぞれ独 自に活動 して きてお り，
こ れ は 日本の 宇宙開発の や りかたの 諸外 国 とは

異な っ た所で あっ た． もと もと こ の 二 つ の 分野 を明確な境界線で 分離す るこ とは 困難で あ

り， また両分野 を象徴する 「科学」（サイ エ ン ス）と 「工 学」（エ ン ジニ ヤ リ ン グ）は車の両輪

の如 く切 り離すこ とは出来な い もので あろ う．今回の 月探査計画 に お い て は ，それ ぞれ の

目標 を尊重 しつ つ ，その 上で協同で
一

つ の計画 を進め る こ と とな っ た こ とは ，日本 の 宇宙

の研究 ・開発分野の 発展の ため に も画期的な こ とである． しか し艮い 歴 史を持つ 両機関が

協同で
…

つ の 計画 を成功 させ る道程 は，平坦で は ない ．今まで もこ の 計画 の打ち合わせ の

時 に，関係者の 間で は，こ の 計画 を成功させ る鍵は，両者の 「文化」の差 をい か に克服す

るかで ある とと言われて い た．こ の文化の 差 とは ，今まで た どっ て 来た 「物作 り」に対す

る考 え方，判断の下 し方の差で あり， 例 えば科学の 分野で は多少の リス ク を冒 して も最 良

の結果 を出すこ とを優先 し，応用利用 の 分野で は，確実性 （開発期 間，性 能，信頼性）等 を

重視 して きた結果，両者に蓄積 され た経験 とい うデ
ー

タ
ーベ ー

ス に差が 出た ため で あろ う．

従 っ て 相互 の ベ ース に差の ある こ とを認識 しなが ら両関係者が 目的の 為の 最 良の 解 を求め

る努力をする こ とが，実際に計画を進め る ときに大切とな る．

　今回の探査計画は ，高度な観測性能 を有す る数多 くの 機器 を搭載 した探査衛 星，月を周

回 し
， 観測デ

ー
タ を地球に 中継するため の 月周 回衛星，月面 へ の 降下 を試みる降下実験機

等新規 開発 要素の 多い
， 難 しい が 開発 意欲の 沸 く計画 である．

　昭和43年，こ の 年は人類が月に着陸する
一一
年前で あ り，

アポ ロ 計画の最盛期で あ っ たが
，

筆者がケ ネデ イー宇宙セ ン ターを訪問 した とき， 巨大なサ ターン ロ ケ ッ トや その 他の 膨大

な設備に 圧倒され ，日本が独自に 月の 探査 を出来る 日が い つ 来る の か 考え込ん だ もの だ っ

たが ，それか ら30年 ， やが て夢が 現実に なる 日が 近ず い て きた．

　こ の すば らしい 計画 が成功 し， 日本の みな らず世界の 宇宙研 究 ， 宇宙開発 に大 い に貢献

する こ とを祈 っ てお ります．

石沢 　禎弘（前宇宙開発事業団理 事）
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